
























































































































　ホムンクルスが『ファウスト』に初めて登場するのは、1826 年 11 月 10 日
付の草稿で、そこに「科学的小人（ein chemisch Menschlein）」と記されるこ
とから︵14︶、デーリングは 1816 年から 1826 年の間にゲーテがこの着想を抱い
たのだろうと推測する︵15︶。 エッカーマンによれば、1829 年 12 月 16 日の対
話でゲーテは「ホムンクルス（Homunkulus）」の名で呼んでいたという︵16︶。
ゲーテのホムンクルスが「科学的小人」から「ホムンクルス」へと名前を変
えたのは、1826 年から 1829 年にかけて尿素の人工合成という科学的大発見
があったことと関係する。1828 年、化学者フリードリヒ・ヴェーラー（1800-
1882 年）がシアン酸を研究中に、シアン酸銀を塩化アンモニウムと反応させ












































































































































































































































































































































































































ホムンクルスの冒険が紀元前 48 年 8 月 8 日のファルサロスで始まる点も考慮
しなくてはならない。彼の冒険は、悠久の時間の中で進行すると同時に、毎
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